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関口ケ
駐
闇
夜

者

方自

大
洗
浴
へ
進
出
し
た
い
と
い
う
民
間
こ
と
を
約
束
し
て
く
れ
た
。
そ
の
頃
こ

べ
l
ス
の
希
望
は
相
つ
い
で
来
た
が
、
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
町
の
議
会
で
或

運
輸
本
省
か
ら
も
県
を
通
じ
て
打
診
し
る
議
員
か
ら
、
「
町
の
財
政
を
確
立
す

て
き
た
。
そ
れ
は
石
油
配
分
基
地
港
の
る
為
に
火
カ
発
電
所
を
誘
致
し
て
は
ど

計
画
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
石
油
タ
ン
う
か
」
と
い
う
意
見
が
出
て
き
た
こ
と

カ
l
船
を
入
港
さ
せ
、
港
内
の
タ
ン
ク
が
あ
る
。
私
は
「
大
洗
の
環
境
か
ら
も

へ
備
蓄
し
て
各
方
面
へ
輸
送
し
よ
う
と
一
寸
考
え
ら
れ
な
い
が
よ
く
研
究
し
よ

い
う
計
部
で
あ
っ
た
。
当
時
の
内
外
情
、
っ
」
と
答
弁
し
た
が
、
そ
れ
が
誤
り
伝

勢
で
は
そ
う
い
う
基
地
が
不
足
し
て
お
え
ら
れ
、
水
戸
の
新
聞
社
の
幹
部
か
ら
、

っ
た
主
つ
で
あ
る
。
そ
れ
と
前
後
し
て
、
私
の
許
へ
電
話
で
、
「
大
洗
の
港
へ
火

シ
ェ
ル
と
か
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
か
外
国
力
発
電
所
を
つ
く
る
と
い
う
が
ほ
ん
と

の
石
油
会
社
か
ら
も
屡
々
大
洗
港
へ
の
う
か
、
若
し
実
現
し
た
ら
、
風
向
の
関

進
出
を
懇
請
さ
れ
た
。
然
し
私
達
は
大
係
で
水
戸
へ
も
重
大
な
影
響
が
あ
り
大

洗
の
土
地
が
狭
い
し
、
観
光
地
で
も
あ
反
対
で
あ
る
」
と
一
去
っ
て
き
た
。

り
、
ど
う
し
て
も
石
油
墓
地
と
は
副
ぐ
私
は
「
研
究
し
よ
う
と
い
っ
た
だ
け

わ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
事
情
を
で
別
に
決
め
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
答

話
し
て
辞
退
し
た
。
と
こ
ろ
が
暫
く
経
え
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
そ
れ
が
判

っ
て
か
ら
、
今
度
は
材
木
港
で
は
ど
う
年
の

3
月
頃
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
に

か
と
云
っ
て
き
た
。
当
時
近
接
の
日
立
年
が
変
り
訂
年
を
迎
え
た
時
、
本
省
か

港
で
は
商
港
の
機
能
と
し
て
、

B
製
製
ら
「
大
洗
港
へ
フ
ェ
リ

i
を
入
れ
た
ら

口
聞
の
輸
出
港
で
あ
っ
た
が
、
又
石
油
配
ど
う
か
」
と
云
っ
て
き
た
。
当
時
の
港

分
基
地
で
あ
り
材
木
港
で
も
あ
っ
た
。
湾
局
長
は
大
久
保
き
ん
だ
っ
た
と
思
っ
。

当
時
は
材
木
の
需
要
が
全
国
的
に
拡
大
多
分
私
達
の
考
え
を
考
慮
し
て
く
れ
た

さ
れ
、
そ
の
需
要
に
応
ず
る
た
め
の
碁
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
こ
で
私
は
ふ
と

地
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
然
し
考
え
た
。
フ
ェ
リ
ー
の
こ
と
は
未
だ
よ

私
達
は
材
木
は
そ
の
貯
木
場
の
た
め
の
く
判
ら
な
い
が
、
人
と
物
と
の
流
通
交

広
大
な
面
積
を
必
要
と
し
、
そ
の
割
に
日
切
で
あ
る
か
ら
大
洗
の
観
光
と
も
関
連

地
元
の
メ
リ
ッ
ト
は
日
大
き
く
な
い
と
判
が
深
い
し
、
発
生
す
る
公
害
も
少
な
い

断
し
、
こ
れ
又
辞
退
し
た
の
で
あ
る
。
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
い
い
か
も
知
ら
な

あ
と
で
聴
い
た
話
に
よ
る
と
、
「
大
洗
い
。
た
だ
実
情
を
知
る
こ
と
が
必
要
で

は
何
を
持
っ
て
い
っ
て
も
拒
否
ば
か
り
あ
る
と
。
そ
こ
で
内
田
き
ん
と
相
談

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
国
も
考
え
直
し
、
た
ま
た
ま
川
崎
と
宮
崎
県
日
向
灘

き
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
」
ど
い
う
強
の
外
港
で
あ
る
細
島
と
の
聞
に
長
百
離

い
意
見
が
出
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
カ

i
フ
ェ
リ
!
が
運
航
さ
れ
て
い
た
の

っ
た
。
私
達
は
若
し
今
後
、
国
と
県
の
で
、
そ
れ
を
調
査
す
る
こ
と
に
し
て
川

援
助
が
得
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
独
力
で
崎
へ
行
っ
て
み
た
。
売
す
運
航
の
琉
地

生
き
て
行
こ
う
と
い
う
決
心
を
し
た
。
を
視
察
し
て
か
ら
、
実
際
の
経
営
に
当

即
ち
漁
港
区
か
ら
商
港
医
へ
の
機
能
の
っ
て
い
る
日
本
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
会
社
の

一
つ
と
し
て
、
次
の
様
な
構
想
を
樹
て
重
役
に
会
い
色
々
話
を
聴
い
た
。
「
初

た
。
そ
れ
は
漁
港
区
の
隣
へ
一
大
レ
ジ
め
フ
ェ
リ
ー
航
路
を
開
始
す
る
際
、
宮

ャ
!
ラ
ン
ド
を
つ
く
る
。
つ
ま
り
、
海
崎
県
は
豊
富
な
野
菜
の
産
地
で
あ
り
、

水
プ
ー
ル
や
マ
リ
ン
タ
ワ

l
、
大
レ
ス
川
崎
は
大
消
費
地
で
あ
る
の
で
、
随
分

ト
ラ
ン
、
大
釣
場
、
そ
の
南
側
を
商
港
期
待
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
始
め
て
み

区
と
す
る
案
で
あ
る
。
県
の
港
湾
課
長
る
と
大
田
一
一
亙
の
野
菜
が
川
崎
で
は
消
費
し

は
内
回
さ
ん
で
あ
っ
た
が
、
研
究
す
る
き
れ
ず
、
残
念
だ
が
東
京
の
市
場
に
向

立ム

リ

j青3

藤
け
て
い
る
。
そ
れ
と
日
向
の
現
地
で
は

共
同
出
資
す
る
予
定
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
建

設
資
金
が
現
地
で
は
集
ま
ら
ず
、
当
社

が
独
力
で
ピ
ル
を
建
設
し
、
そ
の
中
へ

現
地
の
業
者
を
入
れ
て
や
っ
た
」
と
い

う
話
や
公
害
ら
し
き
も
の
は
殆
ん
ど
な

い
と
い
う
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
て

い
る
。
こ
れ
が
1
月
の
始
め
で
そ
の
年

の
刊
丹
、
再
び
私
は
議
会
と
一
諸
に
又

川
崎
の
現
地
へ
赴
い
た
。
た
ま
た
ま
、

日
本
核
燃
料
会
社
が
大
洗
の
夏
海
地
区

に
友
地
し
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
り
、

こ
れ
は
燃
料
の
研
究
施
設
で
あ
っ
て
、

実
際
の
製
造
所
は
久
里
浜
に
あ
り
、
そ

れ
を
視
察
す
る
途
中
立
寄
っ
た
も
の
で

あ
る
。
了
度
六
千
ト
ン
の
フ
ェ
リ
ー
が
入

港
し
て
お
り
、
川
崎
市
役
所
で
庶
務
課

長
の
話
を
聴
い
て
か
ら
現
地
で
星
野
所

長
さ
ん
か
ら
説
明
を
し
て
貰
い
非
常
に

参
考
に
な
っ
た
。
こ
れ
と
前
後
し
て
、

大
洗
港
建
設
の
際
、
本
省
に
あ
っ
て
献

身
的
な
努
力
を
し
て
く
れ
た
本
町
出
身

の
木
内
前
局
長
さ
ん
が
来
県
さ
れ
、
港

湾
課
長
さ
ん
と
一
二
人
で
会
談
し
た
際
、

大
洗
港
が
フ
ェ
リ
ー
の
基
地
と
し
て
夢

ひ
ら
く
未
来
の
構
想
を
語
り
合
っ
た
こ

と
は
忘
れ
難
い
。
こ
う
し
て
町
で
は
日

月
の
末
に
議
会
会
員
協
議
会
を
聞
き
、

フ
ェ
リ
ー
問
題
を
中
心
に
時
間
を
か
け

て
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
大
体
フ
ェ
リ

ー
就
航
の
線
を
進
め
よ
う
と
云
う
こ
と

に
な
っ
た
。

そ
し
て
大
洗
港
の
立
地
条
件
を
考
え

目
標
を
北
海
道
に
指
向
し
、
翌
年
取
り

敢
ず
苫
小
牧
を
視
察
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
何
故
、
苫
小
牧
を
目
指

し
た
か
と
云
う
と
、
苫
小
牧
は
堀
込
式

港
湾
と
し
て
全
国
的
に
有
名
で
あ
り
、

北
海
道
の
門
戸
と
し
て
札
慨
に
も
好
ア
¥

全
国
各
地
か
ら
各
種
の
船
が
集
中
し
て

お
る
と
い
う
話
は
以
前
か
ら
私
達
の
耳

に
も
入
っ
て
い
た
。
特
に
私
達
の
イ
メ

ー
ジ
が
強
か
っ
た
の
は
、
そ
の
建
設
に

当
り
漂
砂
の
移
動
を
調
査
す
る
た
め
、

会
国
で
初
め
て
ア
イ
ソ
ト
!
プ
を
利
用

し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
私
達
の
旧
磯

浜
港
の
建
設
が
失
敗
し
た
の
は
漂
砂
の

た
め
で
あ
り
、
漂
砂
の
移
動
を
調
査
す

る
た
め
に
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
を
利
用
す
る

こ
と
は
最
も
新
ら
し
い
科
学
的
調
査
方

法
で
あ
っ
た
。
大
洗
港
建
設
の
場
合
は

幸
い
近
接
す
る
東
海
村
に
原
子
力
研
究

所
が
あ
り
、
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
を
つ
く
っ

て
お
っ
た
の
で
、
苫
小
牧
に
次
い
で
2

番
目
に
こ
れ
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
翌
的
年
5
月
、
私
は
議
会
議

員
一
一
回
と
共
に
、
ひ
そ
か
な
期
待
を
抱

き
な
が
ら
苫
小
牧
目
ざ
し
て
旅
立
っ
た

の
で
あ
る
。

大洗港~室蘭港@苫小牧港運航発着時間

航 路 布告 ネ土 名 運航形態 発 完喜 日寺 間 所要待問 自合 型

大洗港~室蘭港 東日本フェリー
曜日指定遂紘 大洗発23:00 室蘭着19:00

20 a寺荷 13，000G/T 
月・水・金 大洗着目:00 室蘭発23:00

大洗j巷~苫小牧港 日本沿海フェリー
曜日指定運航 大洗発0:00 苫小牧着20:00

20 a寺間 11 ，OOOG/T 
火・木・土 大j先着20:00 苫小牧発23:45

旅
等級 運賃

乗
車輔の長さ 運賃 奉納の長さ 運賃 奉納の長さ 運賃

貨 3m未満 7mζLーと
1mまで、を 物

31，800 84，800 

客 特等 21，900 用 3m未満 19，800 
8m未満 1 mまでを

増ごとに 自
3 m 1よu二 42，400 8mιu二

王手 動
4m升ミz荷 9m未満 95，400 増ごとに

運 l 等 17，600 運
3m以上

26，400 
6，600円を E事 4m ζ来Cl:日二 53，000 190 mmι卦ミijj椅二 106，000 10，600円を

4m未満
5 m 5jCl箭

加算した額 遂 523員事 i 63，600 加算した綴
賃 賃

10mι未L満t 

2 生~
4m以上 賃 11m 116，600 

9，300 5m未満 33，000 67 mm以卦対前上 74，200 11mζU::: 127，200 I 
一 一

12m卦ミj荷

(単位:円)大洗港~室蘭港@苫小牧港航送運賃
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賜
政
の

全
化
を
推
進

去
る
9
用
部
巴
か
ら
お
臼
ま
で
の

3
日
間
、
第

3
回
大
洗
町
定
例
議
会
ガ
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計

を
は
じ
め
ア
つ
の
特
別
会
計
を
舎
む
、
昭
和
臼
年

度
の
決
算
、
ガ
原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
定
。

次
に
決
算
の
内
容
を
留
表
等
で
示
し
ま
し
だ
。
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財産収入

153，606千円
(4.0%) 

入}

財産収入

一一-143，810千円
(3.7%) 

i原

〔歳

財

出〕

商工費
66，254千円
(1.8%) 

同汗
矧

費

何

齢

一一
「
i

土木費

750，289千円
(20.2%) 

教育費
452，499千円
(12.2%) 

〔歳

(単位:千円)

決 算 害直 翌年度へ

%ミ 計 名 歳 入 (A) 歳 出(ち) た合会ヰ ヲl 繰越すべ 笑質収支

金 客員 収入率 金 害買 執行率 (1'0 (B) き紡 j原

国民健康保険特別会計 1，154，575 103.2 1，063，924 95.1 90，651 90，651 

収益的 288，828 96.6 268，600 91.0 20，228 20，228 
水道 業会計

資本的 50，156 80.0 79，847 70.5 ム29，691 ム29，691

地方卸売市場冷凍 収益的 59，401 103.2 45，677 86.0 13，724 13，724 

冷蔵事業会計 資本的 4，464 99.9 ム 4，464 ム 4，464

乏人保健特別会計 639，113 86.4 628，238 84.9 10，875 10，875 

桜道土地区部整理事業会計 114，472 99.1 99，463 86.1 15，009 15，009 

公 平 委 員 iヱ〉ス、 5，560 106.7 4，454 85.5 1，106 1，106 

サイクリングターミナル特別会計 18，543 93.6 17，222 86.9 1，321 1，321 

特別会計の決算状況

(昭和58年度末)

0大洗町財政調護基金

(現金)……・…・・.....・H ・298，478千円

。大洗町土地開発募金

(不動産)…………………・ 15，456千円
(現金)……………………5，560千円

。大洗町運動公爵建設基金

(現金)…....・H ・-………・25，524千円

。大洗町国民年金印紙購入基金

(現金)……………………2，500千円

。大洗町非常勤消防団員に係る公務災害補償金及

及び退職報償金支給基金

(現金)・…・………ー……1，000千円

。大洗町無線放送更新基金

(現金)……………………6，134千円

金基
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松
川
漁
港
建
設
事
業
:
:
:
:
j
i
-
-
-
一二

O
、

0
0
0千
円

舗
装
及
び
排
水
溝
整
備
事
業

0 

町
道
整
f蔵
事
業

九

千
円

。
大
洗
港
建
号JL
O.Jt 

事
業

八

五
0 
0 
千
円

大
洗
港
建
設
事
業
負
担
金

。
街
路
事
業

一、

0
0
六
千
円

O
都
市
下
水
路
整
備
事
業
・
:
:
:
:
:
:
:
五
七
、
三
九
四
千
円

(
国
産
補
助
事
業
)

O
桜
道
土
地
区
爾
整
理
事
業
:
:
:
:
:
:
四
ニ
、

0
0
0千
円

O
前
原
町
営
住
宅
建
設
事
業
j
i
-
-
-
一
二
七
、
六

六
千
円

第
二
種
中
層
耐
火
構
造
四
階
建
一
様

六一戸

全
天
候
裂
四
極

O
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
建
設
事
業
:
j
i
-
-
:
沼
八
、

O
五

O
千
円

一
、
金
参
拾
壱
万
六
千
円
也

第
六
回
磯
浜
中
学
校

卒
業
生
同
窓
会

会
長
関
根
虎
努
殿

学
校
教
育
設
備
充
実
の
た
め
町
に

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
金
弐
拾
万
円
也

大
洗
体
協
ゴ
ル
フ
部

部
長
石
井
藤
吉
郎
殿

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
収
益
金

を
大
洗
町
社
会
福
祉
事
業
の
一
部

と
し
て
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
金
弐
万
円
也

大
洗
二
六
会

代
表
堀
江
健
介
殿

大
洗
町
運
動
公
開
問
建
設
費
の
一
部

と
し
て
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
八
年
二
月
一
日
よ
り
老
人
保

健
制
度
が
発
足
し
、
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
七
十
オ
以
上
の
老
人
(
寝

た
き
り
の
状
態
の
人
は
六
十
五
オ
以

上
)
一
六
三
四
名
の
お
年
寄
り
が
対

象
と
な
り
ま
し
た
。
老
人
保
健
は
、

国
、
果
、
釘
の
補
助
金
と
各
保
険
者

か
ら
の
拠
出
金
で
賄
わ
れ
前
の
予
算

か
ら
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
十
八
年
度
は
老
人
医
療
費
と
し

て
六
億
ニ
千
五
百
万
円
桂
支
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
一
日
当
り
に
な
お

し
て
み
ま
す
と
毎
日
一
七
一
二
、

0
0

0
円
支
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
年
寄
り
の
健
康
は
家
族
の
暖
か

い
い
た
わ
り
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
ま

す
。
家
族
み
ん
な
が
媛
か
い
心
で
接

し
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

O
老
人
保
健
制
制
度
の
適
用
に
つ
い
て

満
七
十
オ
に
達
し
た
誕
生
日
の
受

月
か
ら
老
人
保
健
法
の
医
療
の
適
用

を
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
満
七
十

オ
の
誕
生
日
が
一
日
の
時
は
そ
の
月

か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。
お
医
者
に

か
か
る
と
き
は
、
医
療
機
関
の
窓
口

へ
一
部
負
担
金
を
支
払
い
し
ま
す
。

o
一
部
負
強
金
の
内
容

外
来
受
診
一
ヶ
月
四
O
O円

(
病
院
診
療
所
ご
と
)

入

院

一

日

一

二

O
O円

(
一
一
ヶ
月
を
限
定
と
す
る
)

な
お
六
十
五
オ
以
上
の
重
度
心
身

障
害
者
(
身
瞳
手
帳
一
級
、
二
級
、

障
害
百
年
令
一
級
)
の
方
は
、
老
人
保

健
一
部
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
町
叫
が

肩
代
り
し
て
負
担
い
た
し
ま
す
。
該

当
さ
れ
る
方
は
身
障
手
帳
、
障
害
年

金
手
帳
、
保
険
証
、
印
か
ん
持
参
の
上
、

役
場
国
保
係
へ
申
請
し
て
下
さ
い
。

瑛
一
嘩
一
福
祉
だ
よ
り

五
十
八
年
産

老
人
医
療
費
は
:
・
一
人
当
り

一
一
一
八
三
、

0
0
0
円

五
十
八
年
農

⑮
福
祉
産
嘩
費
は
:
・
一
人
出
り

二
一

O
、
0
0
0円

⑧
福
祉
医
療
と
は
、
乳
児
、
母
子
家

庭
の
母
子
、
章
一
度
心
身
障
害
者
、
高
令

重
度
(
六
十
五
オ
以
上
の
震
度
心
身
障

害
者
で
老
人
保
健
一
部
負
担
金
を
町
で

負
担
し
て
い
る
も
の
)
の
医
療
費
無
料

化
の
制
度
で
す
。
本
人
は
お
医
者
さ
ん

へ
一
円
も
支
払
い
ま
せ
ん
が
、
本
人
に

代
り
爆
と
町
と
そ
れ
ぞ
れ
加
入
し
て
い

る
健
康
保
険
と
で
支
払
っ
て
い
ま
す
。

五
十
八
年
度
は
、
一
人
当
り
二
一

O
、一一一

四
四
円
か
か
り
ま
し
た
。
五
十
七
年
度

と
比
較
す
る
と
一
一
一
%
の
増
で
小
巾
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。
な
お
受
給
者
別
の
医

療
費
支
払
状
況
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

母
子
家
庭
の
母
子
は
比
較
的
健
康
で

あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
前
年

度
と
比
較
す
る
と
七
・
九
%
程
医
療
費

が
減
と
な
り
ま
し
た
。
重
度
心
身
障
害

者
の
方
は
橋
医
療
費
全
体
の
六
五
%
を

占
め
、
一
人
当
り
七
九
一
、
六
四
七
円

か
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
障
害
者
の
方

は
病
気
か
複
雑
で
、
長
期
治
療
を
要
す

る
た
め
と
怠
わ
れ
ま
す
。
良
い
医
療
を

受
け
る
た
め
医
療
費
は
大
切
に
使
、
つ
よ

う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

寸
鰻
康
な
笑
顔
は
国
保
の
願
い
L

⑮福祉毘療費支払実績額(費用額)

受給 総医療費支払額 対前年比 一人当り 台一者、年さ照んおに援か
受給者区分 者数 支払額

(入) (円) (%) (河) った(函函数) 

手L !見 221 24，181，903 129.21 109，420 10 

母子家庭の母子 396 30，327，803 92.11 76，585 6 

重度J心身襲撃害者 130 102，914，233 101.69 791，647 10 

小計 747 157，423，939 103.00 203，390 8 

前令 E重度 53 (一部3負68担金600) ~ 6，954 11 
0高令重度とは、 65オ以上の重度心身障害者で老人保健一部負担金(外来
400丹、入院1日300円)を本人に代り匝Tが負担しているもの。
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立

として開発援の象

ま和官女誌の言語創象者

L、ら

過
臼
設
立
さ
れ
た
「
平
和
の
女
神
」

「
今
日
は
」
像
建
立
委
員
会
の
第
2
回
委

員
会
が
去
る
日
月
回
目
に
開
催
さ
れ
、

北
村
西
望
先
生
の
創
作
に
な
る
平
和
の

女
神
(
大
洗
港
)
と
今
日
は
(
大
洗
駅
)

の
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
建
立
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
財
源
に
あ
て
る
た
め
特
に
北

村
西
望
先
生
の
ご
配
慮
に
よ
り
、
北
村

先
生
製
作
の
記
念
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
作
製

し
、
町
民
の
皆
様
に
頒
布
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

北
村
先
生
は
前
号
で
も
ご
紹
介
し
ま

し
た
が
、
文
化
勲
章
及
び
文
化
功
労
賞

の
受
賞
者
で
あ
り
、
我
が
園
芸
術
文
化

の
中
心
的
存
在
で
あ
る
日
展
の
創
立
者
と

し
て
名
高
く
、
現
在
は
日
展
名
誉
会
長
・

日
本
芸
術
院
の
最
長
老
と
し
て
君
臨
さ

れ
、
先
生
作
に
な
る
長
崎
の
「
平
和
祈

念
像
」
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
。

北
村
先
生
作
の
記
念
ミ
ニ
チ
ュ
ア
口
問

等
の
、
手
な
も
の
は
別
掲
の
と
お
り
で
す

が
、
美
術
愛
蔵
品
と
し
て
ご
協
力
方
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
ご
購
入
に
つ
い
て
の
詳
し
い

こ
と
は
「
平
和
の
女
神
」
「
今
日
は
」

正弘王子辛口の女神 (フ、口ンズ像)

本体・高さ23cmX巾12cm

台座・木製(一部大理石)

二百限定品・現金価格250，000円

婿今日は(ブロンス製レリーフ)

額'天地59.5cm X左右50cm

現金価格150，000円

像
建
立
委
員
会
事
務
局
(
大
洗
町
役
場

企
画
室
電
話
制
5
1
1
1
内
線

n・
回
)

へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

磯
小
の

4
名

県
統
計
協
会
長
賞
を
受
賞

県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
i
H
N

あおお

去
る
日
月
訪
日
、
水
戸
市
民
会
館
で

第
話
回
茨
城
県
統
計
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、
席
上
、
本
生
皮
県
統
計
グ

ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
表
彰
式
が
行

な
わ
れ
、
当
町
磯
浜
小
学
校
4
年
生
の

関
根
緒
斗
、
野
口
知
也
、
桜
井
誠
一
、

金
子
文
猛
、
の
4
煮
の
共
同
成
作
し
た

作
品
が
茨
城
県
統
計
協
会
長
賞
を
受
賞

し
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
夏
休
み
学
習

諜
題
の
一
つ
と
し
て
、
小
松

崎
ま
ゆ
み
先
生
の
指
導
の
も

と
に
4
君
が
手
が
け
た
も
の

で
、
グ
ょ
う
こ
そ
大
洗
へ
。
を

テ
!
?
に
交
通
量
調
査
を
行

い
統
計
グ
ラ
フ
に
表
わ
し
た

も
の
で
す
。

調
査
は
8
月
日
臼
に
小
松

崎
先
生
と
一
緒
に
平
一
戸
橋
際

で
行
な
い
、
そ
の
調
査
資
料

を
も
と
に
県
別
台
数
の
絵
グ

ラ
フ
や
大
洗
町
に
出
入
り
す

(3)第156号

る
十
阜
の
時
間
毎
の
台
数
変
化
と
乗
車
入

貝
の
棒
グ
ラ
フ
を
採
色
し
て
表
わ
し
、

細
か
な
作
業
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
だ

努
力
が
う
か
が
い
知
れ
る
作
口
問
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
入
選
作
品
は
大
会
々
場
に
展

示
さ
れ
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
熱
心
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

右
側
か
ら
金
子
君
、
桜
井
君
、
小
松
崎
先
生

野
口
君
、
関
根
君

匂
平
和
の
女
神
(
ブ
ロ
ン
ズ
製
レ
リ
ー
フ
)

額
・
天
地
科

m
×
左
右
ぬ

m

現
金
価
格
八

O
、
0
0
0円

去
る
日
月
羽
目
、
水
戸
市
「
と
き
わ

荘
」
で
昭
和
田
年
度
優
良
「
こ
ど
も
銀

行
」
の
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
呂
、
栄
え
あ
る
受
賞
の
対
象
と

な
っ
た
の
は
、
大
蔵
大
臣
及
ぴ
日
本
銀

行
総
裁
表
彰
4
校
、
県
知
事
及
び
県
貯

蓄
推
進
委
員
会
会
長
表
彰
8
校
、
同
努

力
賞
7
校
の
計
四
校
で
、
こ
の
中
に
当

町
の
大
貫
小
学
校
か
あ
さ
ひ
こ
ど
も
郵

便
局
グ
も
含
ま
れ
、
同
校
に
県
知
事
及

ぴ
県
貯
蓄
推
進
委
員
会
会
長
の
表
彰
状

と
記
念
檎
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

大
賞
小
学
校
に
あ
さ
ひ
こ
ど
も
郵
便

局
が
設
置
さ
れ
た
の
が
昭
和
お
年
、
以

来
、
こ
ど
も
達
が
お
小
遣
い
等
を
倹
約

し
て
貯
金
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
を

大
切
に
す
る
心
、
貯
蓄
す
る
習
慣
等
を

身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
校
内
の
委
員
会

活
動
の
一
環
と
し
て
今
日
ま
で
継
続
し
、

現
在
は
塚
本
み
ど
り
、
寺
門
夫
智
子
両

先
生
の
指
導
の
も
と
に
小
野
瀬
千
春
局

長

(
6
年
生
)
を
中
心
に
全
校
生
徒
が

仲
良
く
カ
を
合
せ
て
実
積
を
重
ね
て
き

た
も
の
で
す
。

同
校
で
は
過
去
に
も
大
蔵
大
臣
、
郵

政
大
臣
、
日
銀
総
裁
、
県
知
事
等
の
表

彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
町
内
に
あ
る
花
壇
(
東
光

台
ロ
ー
タ
リ
ー
花
壇
、
観
光
ホ
テ
ル
下

花
壇
、
松
ケ
丘
住
宅
花
壇
)
の
除
草
、

チ
ュ

i
リ
ッ
プ
球
根
の
植
付
作
業
が
実

施
さ
れ
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
、
日
月
目

-m日
の
両
日
に
か

け
て
、
磯
浜
婦
人
会
(
一
平
一
戸
美
津
江
会

長
日
名
)
、
大
貴
婦
人
会
(
高
野
み
ね

会
長
日
名
)
、
祝
町
子
ど
も
会
育
成
連

合
会
(
小
曲
目
納
和
行
会
長
日
名
)
の
会

員
皆
さ
ん
に
よ
り
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動

事
業
の
一
環
と
し
て
、
花
に
ふ
れ
あ
う

き
れ
い
な
街
、
つ
く
り
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

来
春
に
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
満
開

に
咲
き
行
き
か
う
人
た
ち
の
口
出
を
な
ご

ま
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

各
国
体
の
皆
さ
ん
大
変
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

盟
保

二健
葉壁
軍基
合衰
子彰
ン
ヨ

観
屋台
長乱

健
康
は
最
高
の
し
あ
わ
せ
で
す
。

大
洗
町
田
氏
健
康
保
険
で
は
、
去
る

十
月
二
十
八
日
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議

室
で
健
康
家
庭
の
表
彰
式
を
行
な
い
ま

し
た
。
一
年
以
上
一
回
も
お
医
者
さ
ん

に
か
か
ら
ず
、
し
か
も
保
険
税
を
納
期

内
に
完
納
さ
れ
た
家
庭
で
、
表
彰
さ
れ

た
健
康
家
庭
陥
没
帯
(
過
去
6
年
連
続

健
康
家
庭
9
世
帯
、

5
年
間
7
世
帯
、

4
年
間
4
世
帯
、

3
年
間
8
世
帝
、

2

年
間
回
世
帯
、

1
年
間
M
M
世
帯
)
に
竹

内
町
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
、
こ
の
あ
と
表
彰
者
全
員
を
大
洗
町

身
体
滋
害
者
福
祉
協
会
、
ま
催
に
よ
る
二

葉
百
合
子
シ
ョ

i
に
招
待
し
、
演
歌
、

歌
謡
浪
曲
等
に
よ
り
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
表
彰
さ
れ

た
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
お
幸

せ
に
過
さ
れ
ま
す
よ
、
つ
心
か
ら
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

6
年
連
続
健
康
家
庭

祝
町
岩
下
喜
久
一

永
阿
佐
々
木
き
だ
点

、

氷

町

宮

崎

弘

寺

釜

町

小

倉

達

中
一
寸
釜
町
渡
辺
み
つ

蔵

前

繰

川

清

治

中

街

石

田

ち

ょ

角

一

加

藤

邦

行

大

谷

川

石

崎

き

ん

5
年
連
続
健
康
家
庭

明

神

町

叫

黒

田

正

新

町

今

井

駆

一

也

祝

町

小

杉

次

男

、
水
町
山
崎
多
加
江

永

町

田

崎

藤

髭

釜

大

越

シ

モ

寺
釜
町
深
谷
ふ
じ
江

年
金

よ

れ
も
現
実
に
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
貯

金
な
ど
に
よ
る
老
後
の
備
え
は
、
そ
の

こ
と
自
体
が
大
変
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
、
老
後
の
備
え
を
よ
り
確

実
な
も
の
と
し
て
作
ら
れ
た
の
が
、
国

民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
制
度
な
の
で

す
。
国
民
年
金
は
、
農
業
、
商
業
や
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
の
自
営
業
者
と
そ
の
家
族

を
対
象
者
と
し
て
、
他
の
公
的
年
金
制

度
(
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
)
に
加

入
し
て
い
な
い
二
十
オ
か
ら
六
十
オ
未

満
の
方
は
、
す
べ
て
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

配
偶
者
や
大
学
生
(
昼
間
部
)
、
他
の
年

金
制
度
か
ら
年
金
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

任
意
で
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
今
、

す
ぐ
に
加
入
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
っ
。

な
お
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
お
た
ず

ね
し
た
い
と
き
は
、
役
場
年
金
係
(
電

話
六
七
i
五
一
一
一
内
線
五
一
一
一
)
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
圏
民
年
金
の
加
入
手
続
は

も

う

お

す

み

で

す

か

か
つ
て
は
、
人
生
わ
ず
か
五
十
年

と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
で
は
人
生

八
十
年
。
現
役
を
し
り
ぞ
い
た
老
後

生
活
は
、
二
十
数
年
に
も
及
ぶ
長
い

期
間
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

老
後
生
活
を
安
心
し
て
有
意
義
に
す

ご
す
た
め
に
は
、
子
や
孫
な
ど
に
め

ん
ど
う
見
て
も
ら
う
の
も
よ
い
で
し

ょ
う
が
、
核
家
族
の
進
ん
で
い
る
今

日
、
経
済
上
の
理
由
な
ど
か
ら
大
き

な
期
待
を
も
つ
こ
と
は
難
し
い
と
い

え
る
で
し
ょ
、
ー

で
は
、
現
役
時
代
に
貯
金
な
ど
を

し
て
お
く
方
法
と
な
り
ま
す
が
、
こ

国

か寄
す護
カま壱
ン
タ

シ
リ

ズ
⑬ 

⑧
あ
し
国
鉄
中
央
本
線
石
和
釈
か
ら
徒
歩

十
五
分
、
タ
ク
シ
ー
な
ら
ば
約
三
分
。

@
ひ
と
ロ
ガ
イ
ド

石
和
は
昭
和
一
二
十
六
年
、
ブ
ド
ウ

畑
の
中
か
ら
突
然
湯
が
湧
き
、
以
来

県
下
第
一
の
温
泉
郷
と
な
っ
た
。
東

京
か
ら
特
急
で
約
ニ
時
間
、
首
都
圏

に
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
旅
館
・
保
養

所
が
林
立
。
春
は
桃
花
ま
つ
り
、
夏

は
笛
吹
川
の
鵜
飼
、
秋
は
ブ
ド
ウ
狩

が
楽
し
め
る
。
日

古
く
か
ら
甲
斐
政
治
の
中
心
地
で
、

国
府
・
代
官
所
も
震
か
れ
、
八
回
家

書
院
、
遠
妙
寺
な
ど
史
跡
も
多
い
。

笛
吹
川
川
畔
に
は
山
梨
市
万
力
公
閣

ま
で
約
二
十
八
キ
ロ
の
笛
吹
川
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ

l
ド
が
あ
る
。

⑧
宿
泊
利
用
料
(
一
治
二
食
付
)

し瓦

(
山
梨
県
春
日
居
町
)



昭
和
的
年
大
洗
町
成
人
式
に
つ
い
て

第156号 (4)

来
春
開
催
い
た
し
ま
す
大
洗
町
叫
成
人

式
の
該
当
者
は
、
昭
和
泊
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
的
年
4
月
1
日
の
聞
に
出
生

さ
れ
た
方
で
す
。

現
在
、
町
外
へ
転
出
(
専
門
学
校
・

大
学
進
学
・
就
職
等
)
さ
れ
て
い
る
方

で
、
当
町
の
成
人
式
に
お
席
し
た
い
方

は
、
来
た
る
ロ
月
8
日
(
之
)
ま
で
に
、

大
洗
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
(
電

話

側

2
4
1
1
)
ま
で
ご
連
絡
で
き

な
お
、
成
人
式
案
内
状
(
ハ
ガ
キ
)

は
成
人
該
当
者
あ
て
に
送
付
い
た
し
ま

す。

年
末
@
年
始
の
ご
み
収
集
業
務
に
つ
い
て

L、

今
年
も
い
よ
い
よ
師
走
に
入
り
ま
し

た
。
日
頃
皆
様
に
は
ご
み
収
集
業
務
に

つ
い
て
格
段
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
浮

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

き
て
年
末
・
年
始
の
ご
み
収
集
業
務

に
つ
い
て
左
記
の
と
お
り
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

ご
み
収
集
業
務

O
も
え
る
ご
み

年
末
ロ
月
山
臼
出

永
町
・
髭
釜
・
金
沢
町
・
新
町
・
通
り

町
・
仲
町

年
末
日
月
初
日
制

らあ

屋
外
民
告

お

明
神
町
・
東
光
ム
ロ
・
一
丁
目
・
一
一
丁

目
・
祝
前
・
大
賞
町
・
玄
海
・
松
川

o
不
燃
物
収
集
(
も
え
な
い
ご
み
)

最
終
日
は
ロ
月
初
日
附

も
え
な
い
ご
み
の
収
集
は
毎
週
附
で

す
、
早
い
週
に
も
え
な
い
ご
み
を
出
し

て
下
さ
い
。

年
始
1
月
7
8
問
よ
り
平
常
通
り

。
焼
却
場
へ
の
持
込
搬
入
)
期
日
及
び
時
間

年
末
ロ
月
初
日
日
午
後
4
時
ま
で

※
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
大
洗
釘
清
掃

セ
ン
タ
ー
制

5
0
8
9
へ
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。

i
l
l
屋
外
広
告
物
を
正
し
く
理
解
し
て

い

た

だ

く

た

め

に

!

|

|

お

「
街
」
に
は
小
さ
な
ポ
ス
タ
ー
か
ら
大

き
な
広
告
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
広
告
物
が

出
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
広
告
物
が
無

秩
序
に
掲
出
さ
れ
ま
す
と
「
街
」
の
美
観

を
損
な
う
こ
と
と
な
り
、
ま
た
管
理
が

適
正
に
行
な
わ
れ
な
い
と
、
公
衆
に
思

わ
ぬ
危
害
を
与
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
に
、
表
示
の
場
所
、
及
び

方
法
並
び
に
屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る

物
件
の
設
置
及
び
維
持
に
つ
い
て
必
要

な
規
制
の
基
準
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

屋
外
広
告
物
法
と
茨
城
県
屋
外
広
告
物

条
例
に
よ
り
、
「
街
L

の
美
観
の
維
持

と
「
公
衆
に
対
す
る
危
害
の
防
止
」
の

観
点
か
ら
屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
必
要

な
規
制
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

O
そ
の
主
な
内
容
は

ー
、
広
告
物
の
設
道
場
所
に
制
限
が

あ
り
、
こ
れ
を
「
禁
止
地
域
」
と

い
っ
て
お
り
ま
す
。

2
、
広
告
物
の
設
置
物
件
に
制
限
が

あ
り
、
こ
れ
を
「
禁
止
物
件
」
と

昭和59年12月1B 

い
っ
て
お
り
ま
す
0

3
、
広
告
物
の
設
震
に
当
っ
て
は
、

原
則
と
し
て
許
可
が
必
婆
で
あ
る

こ
と
な
ど
で
す
。

科
学
万
博
を
控
え
「
街
」
の
美
観
を

維
持
す
る
た
め
、
今
後
は
禁
止
地
域
等

に
設
霞
き
れ
て
い
る
広
告
物
等
に
つ
い

て
は
撤
去
勧
告
等
必
要
な
措
遣
を
お
願

い
す
る
考
え
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
御

理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
問
い
合
せ
先

大
洗
町
役
場
都
市
計
画
課

官
制
五
一
一
一
内
線
訂

-
H

ま
た
は
茨
城
県
土
木
部
都
市
計
画
課

盟
問
八
一
一
一
内
線
4
2
5
2

体
協

者
募
集

キ
i
教

大
洗
町
体
育
協
会
の
主
催
に
よ
り
、

ス
キ
!
教
室
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た

し
ま
す
。
初
心
者
の
方
も
ど
う
ぞ
募
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一
、
期
日
昭
和
六
十
年
二
月
十
四
日

(木
)
j
十
七
日

(
B
)

車
中
一
泊
・
旅
館
二
泊

ニ
、
場
所
蔵
王
ス
キ

l
場

一
二
、
人
員
凹
十
名

四
、
参
加
費
二
万
五
千
円

五
、
乗
物
貸
切
パ
ス
利
用

六
、
指
導
員
全
日
本
ス
キ
l
連
盟
公

認
指
導
員

七
、
申
込
方
法
予
約
金
五
千
円
を
添

え
て
、
一
月
三
十
一
日
ま

で
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
〆
切
前
で
も
定
員
に
な

り
次
第
〆
切
り
ま
す
の
で
お
早

め
に
グ

八
、
申
込
先

O
い
そ
や
(
明
神
町
宮
下
)

電
話
六
六

i
一二

0
0

0
魚
政
(
明
神
町
)

電

話

六

七

二

七

O
五

O
天
野
洋
服
広
(
新
町
)

電
話
六
七
二
一
二
三
六

O
鈴
木
(
役
場
出
納
笠
内
)

電

話

六

七

i
五
一
一
一

内
線
七
五

0 

0 
0 
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圃盟
数

回
月
一

ハU
司

令

i

-

ハu
d
国

r
D
目

(
幽

大洗における交通事故の発生状況大洗文化センタ-12丹分行事予定表
j成増前年同期年本

自

宅云内事催調{農場所名著Z催開始時間臼催喜男

o (ム12)4 (75) 4 (63) 発生件数
所得税青色申告決算書作成等の説明会三z

こじ議ぷ〉、
ヱミ大青色申告決算書割下成等の説明会13・00-12月4日(火)

ダンスパーティーサル~ダンスノマ17: 00-12月7日(金)

12月8日(土)
12月9日(B)

12月比臼(金)

o (ム 6)

負傷者数 ム 3(ム23)

※( )内は累計を示す。

“毎月1日は斐通安全の白"あなだが築く突通安全"

o ( 6) 

7 (99) 

o ( 0) 

4 (76) 

数者死

第22回茨城察手をつなぐ親と子らの福祉大会

自動車運転免許所有者で更新のための講習会

ステージ準備
ホール 1)ハーサル室

会議室大

精神薄弱者育成会稿祉大会

運転免許証更新時講習会

9 : 00-

9 : 00-

町 名 金額

子 拓 3，000 

松川報恩 7，200 

松川第一 6，400 

松}I[中部 6，000 

松川共励 3，600 

松JI[第二 5，400 

大谷川 4，200 

成 国 4，200 

水鳥香 1，000 

町 名 金額

動燃夏海寮 10，000 

神 山 7，000 

JI[ 口 6，500 

荒 λ℃ρ 了 13，200 

j兵 欠 3，630 

古 fき 14，400 
.l: 宿 14，400 
中 宿 10，200 

下 宿 7，800 
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唯

一

ブ

活

院

ト

社

社

ル

発

社

ル

ル

庖

社

社

広

社

業

郎

浩

烈

錦
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町 名 金額

寺 7 6，300 

寺 8 10，000 

寺 9 6，900 

ミ子 10 7，800 

寺 11 12，700 

寺 12 6，600 

7ij- l 8，400 

fIj-2の l 8，700 
舟 2の 2 6，500 

計上 20コ3 6，000 

舟 3 8，700 

舟 4 5，700 

歳 1 13，000 

蔵 2 16，400 

蔵 3 8，000 

蔵 4 8，300 

上 1 7，200 

上 2 6，600 

上 3 9，000 

中 1 10，000 

中 2 10，000 

北j青7](1 10，600 

~tìl号 7j( 2 9，600 

高清水 1 7，800 

角 1 9，800 

角 2 19，500 

角 3の 2 9，900 

角 4 6，500 

角 5 16，300 

角 6 8，500 

前住 (1) 9，000 

前住 (2) 4，800 

前住 (3) 9，600 

原研住宅 14，400 

原研独身寮 14，609 

町 名 金額

君主 7 9，200 

永 8 9，000 

丹t 9 11，700 

刃t 10 25，000 

氷 11 10，000 

永 12 12，000 

力t 13 20，000 

力く 14 17，400 

永 15の 1 18，300 

永 15の 2 12，300 

永 16の l 17，400 

永 16の 2 17，700 

永 16の 3 17，400 

刀t 17 10，000 

髭 l 18，100 

髭 2 15，100 

苦言 3 13，800 

主主 4 15，200 

主主 5 12，000 

主主 6 14，900 

主主 7 9，500 

主主 8 12，000 

主主 9 11，100 

髭 10の 1 30，700 

主610の 2 30，150 

長色 11の 1 26，600 

髭 11の 2 18，900 
長J)cじ~ 12 9，000 

主t 13 4，500 
ミ子 1 9，000 

ミ手 2 7，200 

寺 3 10，600 

寺 4 4，800 

寺 5 8，100 

寺 6 7，500 

自I 名 金額

十兄 5 18，800 

十兄 6 3，600 

祝 7 4，800 

千兄 8 6，000 

松ケ丘 (1) 14，600 

松ケ丘 (2) 13，800 

通 1 7，900 

j盈 2 16，100 

iifI 3 8，100 

新 lの l 7，500 

新 lの 2 4，000 

新 2の 1 8，500 

新 2の 2 3，700 

新 3の l 7，500 

新 3の 2 12，700 

新 4 5，700 

新 5 17，300 

新 5の 1 10，600 

新 5の 2 7，200 

新 5の 3 12，300 

新 6 10，800 

新?の 1 7，500 

新 7の 2 5，800 

新 7の 3 9，300 

新 8 12，400 

来庁 9 7，500 

新 10 8，700 

新 11 8，100 

新 12 6，400 

氷 1 13，300 

万立 2 10，500 

永 3 9，300 

刀て 4 6，600 

水 5 16，600 

刀立 6 10，000 

国I 名 金額

日月 l 15，500 
自月 2 24，500 

明 3の上 10，500 

明 3の下 12，100 
日月 4 7，500 

明 5 17，400 

明 6 11，000 
明 7 14，100 

日月 8 の 1 12，600 

日月 80)2 10，000 

明 9 11 ，400 
自月 10 7，500 

司月 11の 1 22，500 
明日の 2 26，800 

東光台 25，800 

の 1上 15，100 

ーの 2 18，800 

グ) 3 8，900 

ーの 5 6，500 

汐見ヶf王 7，800 
この 1 17，900 

この 2 24，900 

二の 3 20，200 

仲 l 4，900 

仲 2 15，500 

仲 3 20，200 

金 2 9，600 

金 3 10，500 

金 4 15，500 

金 5 9，900 

十兄 l 21，600 

f兄 20)1 10，500 
f兄 2の 2 13，500 
祝 3 8，100 

f兄 4 19，300 

電子レンジによるいろいろな料理方法を学ぶ

昭和59年度

中間報告(11月1日現在)

盆雪|す99雪88曾開

三ミ
ヰ言義会大ナショナルエレック料理教室13 : 00-12月初日(木)

協力士也監一覧

今
年
も
「
赤
十
字
社
費
増
強
運
動
」

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

毎
年
町
内
会
長
さ
ん
を
通
じ
て
町
民

の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
日
月
現
在
で
は
社
費
一
、
七
九

九
、
八
八
九
月
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
内
の
み
な
さ
ま

と
町
内
会
長
さ
ん
各
位
の
深
い
ご
協
力

の
た
ま
ち
の
と
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
社
費
は
、
災
害
一
救
護
、
身

体
障
害
者
の
援
助
、
青
少
年
の
健
全
脊

成
な
ど
数
多
く
の
赤
十
字
事
業
に
使
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

社
費
の
ご
協
カ
を
い
た
だ
い
た
町
内

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
未
整
理
の
町
内
が
若
か
ん
あ

り
ま
す
。
現
在
運
動
期
間
中
で
す
の
で

重
ね
て
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。
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